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[プロジェクトの実施計画概要] 

私共 Formula-SAE 部は，学生が自ら構想・設計・製作した車両で競い合う，全日本学生フォー

ミュラ大会に参加する為活動しています．活動には，車両製作の為の部品加工や，加工場所など

の確保も含まれます．部品加工技術は，私共は学生であるために未熟なところがあり，技術が必

要になります．そこで日立市は技術発祥の地として身近にあるため地元企業の方々から技術伝承

をして頂き地域連携プロジェクトを推進したいと考えます．私共は技術での支援・協力をして下

さるスポンサーも募っております．またこの活動は今年だけにせず継続させるためにも，後輩へ

の技術伝承も非常に重要になると考えます． 

 まず，私共は大学及び活動の知名度向上が必要になると考えております．そのために私共は NHK

による取材や新聞社による取材をお受けし PR を行いました．また，学園祭への参加は勿論，ひた

ちテクノフェア等の地元イベントには積極的に参加し，PR 活動をすることを行っております．こ

のように，地元メディアとの接触，地元イベントへの参加により，地域と深く関わっていきたい

と考えております． 

 また，技術伝承においては，日立市内にあります株式会社小峰製作所様の工場をお借りし溶接



技術の指導をして頂いております．そして，車両製作において必要な部品の設計・加工において

平成 18 年度より新たに株式会社カドワキ様，株式会社日立ゲージ様，株式会社砂押精工様，株式

会社アート科学様、株式会社日立制作所オートモーティブシステムグループ様にお力添えをして

頂いております．その際に，現場の方々が今までの経験で得た発想や技術に触れることができ，

私共学生には何事にも変えがたい貴重な経験になっております．更に，小峰製作所様の人脈を生

かし，特殊加工をして頂ける地元企業の紹介を頂いております．このように地域連携の輪が広が

り，より有意義な活動になっていくと考えます．そして私共は，連携企業様を私共のホームペー

ジで紹介しております．また，完成した車両に会社のロゴステッカーを貼り，車両展示の際には

車両と共に PR しております．さらに，私共がお世話になっておりますスポンサー様へお送りして

いるニュースレター月刊報告書は地元企業の方を中心に 1300 名以上の方にご愛読いただいてお

ります． 

 我々の様々な PR 活動により知名度が向上すれば，茨城大学の PR にもつながると考えます．そ

して，我々学生にとって技術伝承をして頂く事は，非常に貴重な経験になると考えます． 

 

[プロジェクトの成果報告] 

① 活動実績 

2007.1.25        NHK 水戸放送局(地上デジタル) 「いばらきわいわいスタジオ」に出演 

2007.9.12 ～ 15 第五回全日本学生フォーミュラ大会参戦（５９チーム中２７位） 

 

② プロジェクトの目的がどこまで達成されたか 

 

私共は学生のみで車両を作りあげるというプロジェクトを掲げておりますが，車両を作る為に

は多くのノウハウが必要となります．今年も地元企業の御指導により，技術伝承をしていただき

ました． 

  

具体的には車両構成部品をどのような構造にするべきで，どの程度の精度が必要であるのか,

必要な精度を出す為にどのような加工方法を用いれば良いのかなどについて主に日立ゲージ株式

会社様や株式会社日立製作所様にアドバイスを頂きました．また，加工設備についても学内の設

備のみでは台数・精度の点から不足しているため，株式会社小峰製作所様の工場設備をお借りし

て加工をさせて頂きました． 

  

このような地元企業の方々の支えがあり，私共は無事に大会に参戦することができました．車

両の完成度も高く，１周 1km のコースを走行しタイムを競う「オートクロス」では 59 チーム中

11 位の成績を収めることができました．（ペナルティ無しのタイムは 59 チーム中 6位） 

 

また，こうした活動が注目され 2007 年 1 月 25 日に NHK 水戸放送局(地上デジタル) 「いばら

きわいわいスタジオ」に出演しました．その他にも毎月の活動を記した報告書を地元企業の方を

中心に県内約 1300 名の方にご愛読頂き，沢山の応援やアドバイスを頂いております．私共が茨城

大学で活動している事をより多くの方にご理解頂く事が出来，茨城大学としての PR にもつながっ

たと考えます． 

 

この活動を通じて，地域の企業や，様々な方々と交流でき，部員は授業では得られない大変貴

重な経験を積み，確実に成長することができました．  

 

③ 今後の計画 

 

来年度大会に参戦することも決定し，現在新たに車両を作成しております．昨年同様，様々な

アドバイスを頂きながら活動しております．また，今年は新たにケイズスポーツリンク様や，香



陵住販売株式会社様などに加わって頂き，更に地元企業の輪を広げております． 

日本を支える技術を途切れさせない為にも，地元から技術伝承を進めていくという活動は大き

な意味があり，今後も継続して行って行くべきだと考えております．我々の活動を通じて，茨城

大学が地域の活性化につながればと考えております． 

 

 


